
1

BDA  コンセプトに基づく
OpenThology要求開発方法論

Ver 0.6

2005年1月25日

ドキュメント構成

• Openthology要求開発方法論

– コア [Openthologyコアverx.x.ppt]

– プロセス詳細説明書 [OpenThologyコア（プロセス詳細説明）verx.x.ppt]

• Openthologyガイドライン

– ファイル名 [Openthologyガイドラインverx.x.ppt]

• バージョンについて
– 当面の間すべてのファイルに同じバージョン(現在0.6)を使います。今後、ガイドラインが分

割される場合、ガイドラインごとにバージョン管理を行います。

• 本資料の利用について

– 下記のクリエイティブコモンライセンスに従っていれば、商用にて無償利用が可能です。

• http://www.openthology.org/download.htm

• 資料の読み方および印刷について

– 現バージョンは、パワーポイントのノート部にて説明をしていますので、そちらも
ご覧ください。また印刷時は「印刷対象のノート」を利用すると説明が印刷できま
す。
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改訂記録

萩
本

プロセス詳細説明追加。組織モデルをここに吸収。解説をノート部分に挿入ビジネスモデリング研
究会に２回目配布

Ver 0.22004年7月23日

公開に向けて、ノート部分を使つた解説を補強

名称をOpenThologyに変更。（清水建設安井さんからロゴを提供していただきました） Thanks！

プロセス詳細編全般について、清水建設の安井さん、野田さん、武井さんと豆蔵開発メンバーの考
えを導入。

ジャステックの佐々木さんのデシジョン分析図を導入。

主にプロセス詳細編の改訂。

動機編を豆蔵山岸さんの資料に差し替え、永和システムマネジメントの平鍋さんの「使われない、使
えないシステム」のページをマージ。

ＢＤＡ宣言に豆蔵羽生田さん案を部分採用。

豆蔵内で発足したenThology開発チーム（矢崎さん、神崎さん、萬本さん、岡村さん、岸さん、瀬谷さ

ん）の意見を参考にコア概念モデルを修正し、メタモデルを定義。

プロセス詳細説明編を別ファイル化。

プロセス詳細説明追加。ノートに説明追加。清水建設安井チームによる開発タイプ図の追加。
enThology全体構成説明資料追加、コアとプラグインにファイル分割

全体をざっくり作成

改訂部分

一般公開

ビジネスモデリング研
究会による拡張

ビジネスモデリング研
究会に提供

ビジネスモデリング研
究会に提供

ビジネスモデリング研
究会に初期配布

内容

萩
本

Ver 0.62005年1月２２日

萩
本

Ver 0.52004年11月17

日

萩
本

Ver 0.42004年9月30日

萩
本

Ver 0.32004年8月6日

萩
本

Ver 0.12004年6月23日

担
当

versionリリース日

Specal Thanks!

• アイデアを提供していただいた方々へ
• 様々な資料を提供し、研究会の土台を築いていただいた、、日本総研の細川さん、

ウルシステムの河野さん、豆蔵の山岸さん、羽生田さん
• 要求開発をプロジェクトで採用していただいたＴＳＬとプレアードのみなさん
• Ver0.4にて多くの助言をいただいた豆蔵のenThology開発Groupのみなさんと
• Ver0.5にて多くの助言をいただいた清水建設の安井さん、野田さん、武井さん
• Ver0.6にてアクティビティと成果物およびロールの対応表を作成していただいた、東

洋エンジニアリング依田さん
• そして様々なアドバイスをいただいた要求開発アライアンスのみなさん

– これからも、Openthologyは業界オープンな要求開発方法論として、要求開発ア
ライアンスメンバーのナレッジを結集させつつ、発展することを願っております。
どうぞこれからも積極的な参加をお願いします。
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Openthology要求開発方法論の全体像
cd cd cd cd 論理論理論理論理 モデルモデルモデルモデル

システムシステムシステムシステム 開発方法論開発方法論開発方法論開発方法論

要求開発方法論要求開発方法論要求開発方法論要求開発方法論

enTho logyenTho logyenTho logyenTho logy 方法論方法論方法論方法論

動機編動機編動機編動機編

構造編構造編構造編構造編

プロセスプロセスプロセスプロセス 概要編概要編概要編概要編

モデリングモデリングモデリングモデリング概要編概要編概要編概要編

プロセスプロセスプロセスプロセス 詳細説明編詳細説明編詳細説明編詳細説明編

モデリングガイドモデリングガイドモデリングガイドモデリングガイド 編編編編

ビジネスフロービジネスフロービジネスフロービジネスフロー 編編編編

概念概念概念概念 モデルモデルモデルモデル 編編編編

ディスカバリディスカバリディスカバリディスカバリ・・・・モデルモデルモデルモデル 編編編編

Leve l1Leve l1Leve l1Leve l1

Leve l2Leve l2Leve l2Leve l2

Leve l3Leve l3Leve l3Leve l3

要求開発要求開発要求開発要求開発 プロセスプロセスプロセスプロセス 実践編実践編実践編実践編

要求獲得編要求獲得編要求獲得編要求獲得編

コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト編編編編

メタモデルメタモデルメタモデルメタモデル

ビジネスサービスモデルビジネスサービスモデルビジネスサービスモデルビジネスサービスモデル編編編編

…ほぼ完成

…作業中

…未着手

Openthology要求開発方法論

コアとプラグイン構成現構成

Openthology要求開発方法論 （コア部分）

BDA コンセプト

要求開発ガイドライン （プラグイン部分）

A社
ビジネス

モデリング

B社
ビジネス

モデリング

B社

ＤＡＴＡ
モデリング

C社
プロセス

モデリング

ガイドライン部分だけがプラグインできる
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cd cd cd cd 論理論理論理論理 モデルモデルモデルモデル

システムシステムシステムシステム 開発方法論開発方法論開発方法論開発方法論

要求開発方法論要求開発方法論要求開発方法論要求開発方法論

enTho logyenTho logyenTho logyenTho logy 方法論方法論方法論方法論

動機編動機編動機編動機編

構造編構造編構造編構造編

プロセスプロセスプロセスプロセス 概要編概要編概要編概要編

モデリングモデリングモデリングモデリング概要編概要編概要編概要編

プロセスプロセスプロセスプロセス 詳細説明編詳細説明編詳細説明編詳細説明編

モデリングガイドモデリングガイドモデリングガイドモデリングガイド 編編編編

ビジネスフロービジネスフロービジネスフロービジネスフロー 編編編編

概念概念概念概念 モデルモデルモデルモデル 編編編編

ディスカバリディスカバリディスカバリディスカバリ・・・・モデルモデルモデルモデル 編編編編

Leve l1Leve l1Leve l1Leve l1

Leve l2Leve l2Leve l2Leve l2

Leve l3Leve l3Leve l3Leve l3

要求開発要求開発要求開発要求開発 プロセスプロセスプロセスプロセス実践編実践編実践編実践編

要求獲得編要求獲得編要求獲得編要求獲得編

コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト編編編編

メタモデルメタモデルメタモデルメタモデル

ビジネスサービスモデルビジネスサービスモデルビジネスサービスモデルビジネスサービスモデル編編編編

Openthology要求開発方法論要求開発方法論要求開発方法論要求開発方法論のののの全体像全体像全体像全体像 コアコアコアコアととととプラグインプラグインプラグインプラグイン（（（（現在現在現在現在のののの案案案案））））

プラグインプラグインプラグインプラグイン部分部分部分部分

コアコアコアコア部分部分部分部分

Openthologyコア部分の説明

cd enTholog ycd enTholog ycd enTholog ycd enTholog y コアコアコアコア

要求開発方法論要求開発方法論要求開発方法論要求開発方法論

enThologyenTholog yenTholog yenTholog y 方法論方法論方法論方法論

動機編動機編動機編動機編

構造編構造編構造編構造編

プロセスプロセスプロセスプロセス概要編概要編概要編概要編

モデリングモデリングモデリングモデリング概要編概要編概要編概要編

プロセスプロセスプロセスプロセス詳細説明編詳細説明編詳細説明編詳細説明編

モデリングガイドモデリングガイドモデリングガイドモデリングガイド編編編編

enThology要求開発をなぜ行うのか、どのようなメリットがあるのか説明。
導入の際のプレゼンに利用したり、実施組織に対する動機付けとして使用されます。

コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト編編編編 enThology要求開発方法論の作成目標、方法論としての原理・原則、実践者に対す
る実践ポイントが書かれています。

メタモデルメタモデルメタモデルメタモデル

enThologyの全体構成やその構成要素、enThology方法論の構成要素を示しています。

enThology要求開発がどのように手順で行われるかといったプロセスのオーバービュー
を説明しています。

要求開発方法論で利用されるモデリングの概要について図を使って説明しています。

enThology要求開発方法論を実施するためのプロセスについて詳細な説明をしています。

要求開発方法論を実践するための様々なガイドラインがプラグイン形式で提供されます。

enThology要求方法論をメタモデルとして表します。要するにenThology要求開発方法論
の設計書のようなものです。
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Openthology プラグイン
cd enThologycd enThologycd enThologycd enThologyプラグインプラグインプラグインプラグイン

モデリングガイドモデリングガイドモデリングガイドモデリングガイド編編編編

ビジネスフロービジネスフロービジネスフロービジネスフロー編編編編

概念概念概念概念 モデルモデルモデルモデル編編編編

ディ スカバリディ スカバリディ スカバリディ スカバリ・・・・ モデルモデルモデルモデル編編編編

Level1Level1Level1Level1

Level2Level2Level2Level2

Level3Level3Level3Level3

要求開発要求開発要求開発要求開発プロセスプロセスプロセスプロセス実践編実践編実践編実践編

要求獲得編要求獲得編要求獲得編要求獲得編

UMLアクティビティ図を使ったビジネスフローの書き方が解説されています。

UMLクラス図を使った概念モデル、分析モデルの書き方が解説されています。

コンセプチャルレベルのクラス図です。これはビジネスパーソンが利用するモデ
ルとして提供されます。

仕様レベルのクラス図です。これはビジネスパーソンとソフトウェア開発者の概
念共有イメージとして作成されます。

ソフトウェア実現レベルのクラス図です。これは、設計・アーキテクチャ表現やデータ詳
細分析として開発者によって使用されます。

要求獲得までの手順が書かれたものです。（未完成）

ビジネス改善・改革を行う際に、その過程をモデルとして残すための手順が
書かれています。

要求開発プロセスを実践するための様々なノウハウが書かれています。（未完成）

ビジネスサービスモデ ルビジネスサービスモデ ルビジネスサービスモデ ルビジネスサービスモデ ル編編編編 UMLのビジネスユースケース図を使ったビジネスサービスモデルの書き方が解説されて
います。

動機編
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業務抜きのIT化はありえない

• 業務はトータルコーディネーション
– 業務は、人、組織、装置、設備、情報システム、

パートナなどのコラボレーションで構成される

– 人間系と情報システムは互換性があるが、特
性が違う（得意不得意がある）

– 人間系の設計と情報システムの設計を片側ず
つやっては最適化できない

• IT化は、経営課題の解決を上位目的とし
ており、業務構造や業務プロセスの設計、
再設計の文脈で企画される
– 業務の設計から生まれるITの設計

– 業務の見直しから生まれる情報システムの見
直し

経営経営経営経営

業務業務業務業務

情報
システム

今情報化投資のROIが注視されている

• ２０００年以降、企業の情報化投資は絞られてきている

• 情報化投資の目的
– 業務効率化によるコスト削減 ・・・・・・・・・・・・・ 48.2%

– 情報共有などによる営業や販売の強化 ・・・・・ 17.5%

– 経営指標の早期把握やリアルタイム経営 ・・・・ 15.2%

「莫大な情報化投資に対して、ITはいったい何をしてくれたのか」
「どんなシステムを作れば業務は効率化されるのか」

業務効率化
情報共有

リアルタイム経営

日経コンピュータ 2003/11/17号より引用
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どうIT化すればいいかわからない

IT化投資額は、年間年間年間年間１５１５１５１５兆円兆円兆円兆円

どんなシステムを作れ
ば、業務は効率化する

のか？

至至至至るところにるところにるところにるところに使使使使えないえないえないえないシステムシステムシステムシステムがががが・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
結果結果結果結果のののの見見見見えないえないえないえない結果結果結果結果のののの見見見見えないえないえないえない

ITIT投資投資投資投資投資投資投資投資

業務効率化業務効率化業務効率化業務効率化をはかるをはかるをはかるをはかる一般企業一般企業一般企業一般企業業務効率化業務効率化業務効率化業務効率化をはかるをはかるをはかるをはかる一般企業一般企業一般企業一般企業

？？？？？？？？

ROIをクリアしないシステムの例

• 人の作業をただ電子化したようなシステム
– やたら画面数が多く、複雑、拡張性がない

• 全体効率化に寄与しないシステム
– ローカルなユーザの要求で作られたシステム

• 既存のシステムをストレートにリプレースしたシステム
– 従来の人系とコンピュータ系の境界が固定化

– システムに合わせた業務フロー

• 業務が変わってもどう変えればいいかわからないシステム
– システム化されたときの意図が不明

– 業務との対応関係が管理されていない

ビジネスドリブンビジネスドリブンビジネスドリブンビジネスドリブンでないでないでないでないシステムシステムシステムシステム化化化化ビジネスドリブンビジネスドリブンビジネスドリブンビジネスドリブンでないでないでないでないシステムシステムシステムシステム化化化化
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ROIを高めるために

• 「システム開発」のコスト削減

いかに効率よく作るか
– システム開発プロセスの標準化

– 開発ツールの導入

– フレームワーク、コンポーネント再利用

– 低コストな労働力の利用（外注、オフショア開発）

• 経営課題解決に合致するシステムのプランニング

何を作るべきか
– 業務に合わせたシステム要求

– 適正なシステム化範囲

– 業務との整合性、トレーサビリティ

間違間違間違間違えたものをえたものをえたものをえたものを正正正正しくしくしくしく作作作作ってもってもってもっても投資効果投資効果投資効果投資効果はははは得得得得られないられないられないられない間違間違間違間違えたものをえたものをえたものをえたものを正正正正しくしくしくしく作作作作ってもってもってもっても投資効果投資効果投資効果投資効果はははは得得得得られないられないられないられない

プロジェクト失敗の要因は、企画・要件定義

• 国内のシステム開発プロジェクトの成功率

26.7%

• プロジェクトの遅れの原因
– 要件定義が計画より長引いた・・・・・・ 37.7%

– 企画作業が長引いた ・・・・・・・・・・・・ 22.7%

• システム品質問題の原因
– 要件定義が不十分 ・・・・・・・・・・・・・ 35.9%

– システムの企画が不十分 ・・・・・・・・ 18.7%

• 稼動システムの満足度
– 「計画通り利用しているが不満足」 ・・ 24.3%

日経コンピュータ 2003/11/17号より引用

稼動稼動稼動稼動してもしてもしてもしても役役役役にににに立立立立たないたないたないたない稼動稼動稼動稼動してもしてもしてもしても役役役役にににに立立立立たないたないたないたない
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使われない、使えないシステム

システムの機能の利用度

全く使われない
45%ほとんど使われな

い
19%

たまに使う
16%

いつも使う
7%

よく使う
13%

Standish group study report in 2000 chaos report

要求要求要求要求はははは業務業務業務業務からからからからロジカルロジカルロジカルロジカルにににに導導導導かれなければならないかれなければならないかれなければならないかれなければならない

思思思思いつきのいつきのいつきのいつきの機能機能機能機能はははは結局使結局使結局使結局使われないわれないわれないわれない思思思思いつきのいつきのいつきのいつきの機能機能機能機能はははは結局使結局使結局使結局使われないわれないわれないわれない

業務からロジカルにシステムの要求へ

• 解決すべき経営課
題の設定が基本

• 課題解決のために
業務から見直す

• ITは業務の構成要

素として、総合的に
見直す

• 結果として、ITがな

すべきところが決ま
る

経営課題の明確化

業務の分析

業務の再構成

問題解決ツリー
業務見直しの必要性確認

業務の視覚化
全体構造の把握、共有

業務の最適化
人系、IT系とのトータルコー

ディネーション

IT化の範囲決定

システム化計画

技術的制約とのすり合わせ
投資効果の検証

システム要求の明確化
具体的な移行計画、プロジェク

ト計画



10

経営とITを融合させる必要性

• ビジネスゴールに直結したシステム化をはかる
– Business Driven（業務の視点から）にシステム化をプランニング

する

– ビジネスゴールとシステムの要求がロジカルにつながっている

• ビジネスとシステム要求のリンクが管理されている

– ビジネスが変わったときに対応する要求が明確

– ビジネス追尾型の情報化

システム要求システム化計画業務構造、プロセスビジネスゴール

ビジネスビジネスビジネスビジネス環境環境環境環境がががが変変変変わるとわるとわるとわると業務形態業務形態業務形態業務形態がががが変変変変わりわりわりわり、、、、システムシステムシステムシステム要求要求要求要求がががが変変変変わるわるわるわる

トレーサビリティトレーサビリティトレーサビリティトレーサビリティがががが確保確保確保確保されされされされ、、、、管理管理管理管理されているされているされているされているトレーサビリティトレーサビリティトレーサビリティトレーサビリティがががが確保確保確保確保されされされされ、、、、管理管理管理管理されているされているされているされている

要求は「開発」するもの

• 「要求分析」、「要求定義」などは、要求がすでに存在
しているという前提に立っている

• ユーザからヒアリングした要求の実現が業務効率化
に結びつくとは限らない。

– ユーザの理解の範囲内で生まれた属人的なもの

– 直感的、場当たり的であることが多い

• 要求は、業務を分析することによって開発される。ロジ
カルに導かれる必要がある。
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なぜよいシステム開発ができないのか？

– 最悪のシナリオ

業務管理者業務管理者業務管理者業務管理者のののの論理論理論理論理

システムシステムシステムシステム開発者開発者開発者開発者のののの論理論理論理論理 業務担当者業務担当者業務担当者業務担当者のののの論理論理論理論理

業務理念を統制し、業務効
率化を図るための業務とは
○○あるべきだよ。

我々のやり方がベストなん
だ。これにあわせてシステム
を作ってくれよ。

あの業務は、○○パッケージや
○○フレームワークを使って開発
すれば簡単だよ。
業務は、それにあわせればいい。

壁壁壁壁

それは、正しいシステム要求がだせないから
• うまくいきそうでうまくいきそうでうまくいきそうでうまくいきそうで駄目駄目駄目駄目ななななシナリオシナリオシナリオシナリオ（（（（そのそのそのその１１１１））））

– トップ・業務管理者の考えどおりのシステムを作ったが、業務担当から大クレーム。

– 結局使われないシステムになった。

業務管理者業務管理者業務管理者業務管理者のののの論理論理論理論理

システムシステムシステムシステム開発者開発者開発者開発者のののの論理論理論理論理 業務担当者業務担当者業務担当者業務担当者のののの論理論理論理論理

業務理念を統制し、業務効
率化を図るための業務とは
○○あるべきだよ。

あの部長、業務の事をなに
も分かっていないんだよね。

わかりました。おっしゃるとおり、
業務効率化案に基づいた要求を
考えていきましょう。

壁壁壁壁

でも、あの人のいう
こと本当にただしい
のかなあ？
まあ、いっか。
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それは、正しいシステム要求がだせないから

業務管理者業務管理者業務管理者業務管理者のののの論理論理論理論理

システムシステムシステムシステム開発者開発者開発者開発者のののの論理論理論理論理 業務担当者業務担当者業務担当者業務担当者のののの論理論理論理論理

業務理念を統制し、業務効率化を図るた
めの業務とは○○あるべきだけど、業務
担当は、みんな既存システムのやり方に
慣れてしまって本当に改善しようとおもっ
ていないんだ。

我々のやり方がベストなん
だ。これにあわせてシステム
を作ってくれよ。

分かりました。業務担当の方々
に合わせて、システムを開発しま
す。 壁壁壁壁

• うまくいきそうでうまくいきそうでうまくいきそうでうまくいきそうで駄目駄目駄目駄目ななななシナリオシナリオシナリオシナリオ（（（（そのそのそのその２２２２））））
– 業務担当者からそれぞれ要求を聞きだした。

» 業務の標準化ができない。
» 効率化を考慮していない業務にあわせ

てシステムを作ってしまう。

だけど、それぞれの
担当者から出てくる
要望を開発するのは
大変だよな。
ま、いっか。

要求開発とは

– 正しい要求の獲得と合意のための活動

業務管理者業務管理者業務管理者業務管理者のののの論理論理論理論理

システムシステムシステムシステム開発者開発者開発者開発者のののの論理論理論理論理 業務担当者業務担当者業務担当者業務担当者のののの論理論理論理論理

業務理念を統制し、業務効率化を図るため
の業務とは○○あるべきだ、しかし現実は
△△だから、それをどう改善できるか現場と
話し合ってみよう。

我々のやり方がベストだと思っていたけど、
見方を変えれば欠点が多いね。問題分析ツ
リーでもう少し業務のあるべき姿を考えてみ
よう。

あの業務は、○○パッケージや○○フレー
ムワークを使って開発すればよさそうだ、し
かし、本当に求められている業務の姿を明
確にして３者で合意しなければ、真の要求
など獲得できるはずがないね。

問題の視覚化(モデル)と

改善プロセスによる活動

開発された要求
（システム要件）
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プロジェクトの全体像と要求開発

戦略策定

現状理解

方向付け 推敲 構築 移行

第１プロジェクト
方向付け 推敲 構築 移行

第２プロジェクト
方向付け 推敲 構築 移行

第３プロジェクト

狭義のシステム開発

広義のシステム開発

ビジネスユースケース

業務フロー（As-Is、To-Be)

業務レベルの概念モデル

経営分析

ビジョン、ミッションの
確立

問題点分析

ビジネスゴール設定

システム化範囲の導出

ロードマップ作成

システムユースケースの
抽出と個別プロジェクト
へのブレークダウン

広義のプロジェクト

狭義のプロジェクト

要求開発要求開発要求開発要求開発

財務的解決やマーケ
ティング的解決で終わ

る課題もある

現行業務の視
覚化と、標準
化に向けての

業務整理

システムシステムシステムシステム開発開発開発開発

業務プロセス
によって解決
可能な課題を

主に扱う

広義の要求開発（要求定義） 狭義の要求定義

業務がわからずに要求は作れない

• システム化対象は、より広範、より複雑に
– SCM、企業・グループ統合、企業ポータル・・・

– 全体の構造や流れが担当者の視野ではつかめない

– 多くの立場のメンバーが関わっている

• 業務はトータルコーディネーション
– 人、組織、装置、設備、情報システムなどが連携して業務が実現される

– 全体が見えないと、情報システムが担うところや与える影響を見切れない

– つなぎ合わせてみないと全体はわからない

• 全体の地図、今の構造、先の構造、途中の構造
– As-is、To-Be、 Realistic、Transient 

– 現実的なロードマップにしたがってRealisticに移行

– 既存システム、新規システム、パッケージなど、

トータルでコーディネーション

業務業務業務業務のののの視覚化視覚化視覚化視覚化ははははグラウンドデザイングラウンドデザイングラウンドデザイングラウンドデザインにににに必須必須必須必須業務業務業務業務のののの視覚化視覚化視覚化視覚化ははははグラウンドデザイングラウンドデザイングラウンドデザイングラウンドデザインにににに必須必須必須必須
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要求開発とは

• 経営上の目的を果たすために、業務の設計、
あるいは再設計を行う中で、ビジネス上の要求
と情報システムが担うべき要求を導き、定義す
る活動

– 業務構造の視覚化、業務分析、業務設計、IT化の
スコープ決定、システム化計画立案などの作業を
含む

– 要求開発のアウトプットが、後続のシステム開発プ
ロジェクトのインプットとなる

「開発」とよぶ理由

• 要求はもともとあるものではなく、業務を元に開発されるもので
ある

• 「システム開発」と「要求開発」を同列に表すことができる

• システム開発と要求開発はどちらも「開発」なのでアナロジーで
語ることができる。システム開発で培った技術体系が利用でき
る。

– 開発プロセス

– 開発方法論

– モデル

– ツール

開発

システム開発 要求開発
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システム開発と要求開発のアナロジー

• 対処方法： 業務もソフトウエアシステムも目に見えない複雑な系
– 対象が見えない

– 段取りに決まり手がない

– 目標は刻々変化する

対象が見えない

段取りが決まっていない

UMLで視覚化

プロセスを定義する

トレーサビリティを確保する目標が刻々変化する

現場は業務改革の駆動力を持っている

• 現場は地上戦でホフク前進している
– 自分の目の前しか見えていない

– とりあえず個々の問題で手一杯

• 見えれば変わる
– 違った視点で見れるようになれば全貌がわかる

– 今どうなっているか、次にどうすればいいかわかれば、自分で変わる

• つかめれば合意できる
– 全体構造が共通認識されれば、他の部署の立場がわかる

– 互いの落としどころを理解できる

• 意欲がないわけではない
– 全体が見えれば、どうあるべきかはわかる

– どうすればいいかがわかれば、かわりたがる

視覚化視覚化視覚化視覚化のののの手立手立手立手立てとてとてとてと進進進進めめめめ方方方方があればがあればがあればがあれば、、、、ユーザーユーザーユーザーユーザー主導主導主導主導でことはでことはでことはでことは進進進進むむむむ視覚化視覚化視覚化視覚化のののの手立手立手立手立てとてとてとてと進進進進めめめめ方方方方があればがあればがあればがあれば、、、、ユーザーユーザーユーザーユーザー主導主導主導主導でことはでことはでことはでことは進進進進むむむむ
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要求開発方法論導入による効果

• 課題解決に直結するシステムの実現
– 業務構造の確実な把握

– 業務改善を合わせたシステム化

– 業務から導かれたシステム要求

• 試行錯誤のないリズミカルなIT化のプランニング
– 行うべきこと、手順が決まっている

– 成果物が規定されている

– 体制が決まっている

– 必要な観点を一通り網羅して抜けのないプランへ

• システム開発以前に投資効果を検証
– 業務のシミュレーション

– ROIの試算

– プロトタイピング

コンセプト編
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Openthology方法論方法論方法論方法論開発開発開発開発におけるにおけるにおけるにおける目標目標目標目標

• ビジネスからＩＴへと繋げる方法論を持つ

• 全てのフェーズでモデリングによる可視化を重視する

• 各フェーズの作業内容を明確にする

• 各フェーズの作業に関する目的・動機が明確であること

• フェーズ間のモデル遷移を明確にする

• ドメインの特徴に合わせた方法を選択可能

• メタモデルによる自己説明できる

• 分かりやすくシンプルである

• コンセプト重視：導入時にテーラリングがしやすい

ＢＤＡ宣言

• ＩＴの視覚化はビジネスの視覚化から始める。

• ＩＴ要求はビジネス要求の中から獲得。

• ITはビジネスの手段であり，ITそのものに価値はない

• ITの可視化はモデルによるビジネスの可視化から始まる

• ビジネスとＩＴの健全さは継続的な改善による。

• ビジネスとＩＴをモデルによって視覚化・共有化する。

BDA：：：：Business Driven Architecture
TM

「BDA 」は基本的に豆蔵にて商標登録していますが、これはあくまで、

業界の中で末永く自由（オープン）にこの言葉を使っていただくため商標
として仮押さえしたものです。ということですので、「Java   」のように、自

社製品のような使い方をしない限り、自由に使っていただけます。

TM

TM
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Openthology 

５つのプリンシプル
１１１１．．．．ビジネスビジネスビジネスビジネス主導主導主導主導によるによるによるによるIT化化化化

– 業務の姿にITを合わせること

２２２２．．．．効果検証型効果検証型効果検証型効果検証型プロセスプロセスプロセスプロセスのののの導入導入導入導入
– 最低1ヶ月に1回はモデリング効果を検証する

３３３３．．．．検証可能検証可能検証可能検証可能ななななビジネスモデルビジネスモデルビジネスモデルビジネスモデル
– 概念モデルをビジネスフローで検証する
– ビジネスフローをプロトタイプで検証する

４４４４．．．．ビジネスビジネスビジネスビジネス担当主導担当主導担当主導担当主導ののののビジネスモデリングビジネスモデリングビジネスモデリングビジネスモデリング重視重視重視重視
– 現場のビジネスナレッジを重視したボトムアップアプローチ

５５５５．．．．フレキシブルフレキシブルフレキシブルフレキシブル・・・・ビジネスモデリングビジネスモデリングビジネスモデリングビジネスモデリング
– スピーディかつ状況に応じてビジネスモデリングを行う

Openthology

７つのプラクティス

• 勇気勇気勇気勇気
– 問題を発言する勇気を持とう

• オープンオープンオープンオープン
– 業務問題点をオープンにする環境と人を形成

• 成功成功成功成功はははは失敗失敗失敗失敗からからからから
– 失敗を隠さない。業務問題を抱えていた部署が新たな改善策を提案

する文化を築こう

• スピーディスピーディスピーディスピーディななななビジネスビジネスビジネスビジネス改善改善改善改善とととと公開公開公開公開
– 改善できるものは即改善、改善したら即公開

• 目的目的目的目的をををを理解理解理解理解したしたしたしたモデリングモデリングモデリングモデリング
– ビジネスモデリングはモデリングの目的を理解して初めて実践できる

• モデリングモデリングモデリングモデリングのののの価値価値価値価値
– モデリングによる視覚化・共有化こそが、ビジネス改善の第一歩

• ペアモデリングペアモデリングペアモデリングペアモデリング
– 常にモデルの共有化を図り、最低でもペアでモデリングすること
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構造編

データデータデータデータデータデータデータデータ
モデルモデルモデルモデルモデルモデルモデルモデル

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト
モデルモデルモデルモデルモデルモデルモデルモデル

OpenthologyOpenthology構造

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション・・・・プロセスプロセスプロセスプロセスアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション・・・・プロセスプロセスプロセスプロセス

ビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・プロセスプロセスプロセスプロセスビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・プロセスプロセスプロセスプロセス ビジネスビジネスビジネスビジネス要求要求要求要求ビジネスビジネスビジネスビジネス要求要求要求要求

システムシステムシステムシステム要求要求要求要求システムシステムシステムシステム要求要求要求要求

ビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネス

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

フレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワーク

実装実装実装実装アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ実装実装実装実装アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

ビジネスビジネスビジネスビジネス戦略戦略戦略戦略ビジネスビジネスビジネスビジネス戦略戦略戦略戦略

ビビビビビビビビ
ジジジジジジジジ
ネネネネネネネネ
スススススススス

II

TT

シシシシシシシシ
スススススススス
テテテテテテテテ
ムムムムムムムム

プロセスプロセスプロセスプロセス構造構造構造構造プロセスプロセスプロセスプロセス構造構造構造構造 サービスサービスサービスサービス構造構造構造構造サービスサービスサービスサービス構造構造構造構造 情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造
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データデータデータデータデータデータデータデータ
モデルモデルモデルモデルモデルモデルモデルモデル

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト
モデルモデルモデルモデルモデルモデルモデルモデル

OpenthologyOpenthology構造とモデル

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション・・・・プロセスプロセスプロセスプロセスアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション・・・・プロセスプロセスプロセスプロセス

ビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・プロセスプロセスプロセスプロセスビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・プロセスプロセスプロセスプロセス ビジネスビジネスビジネスビジネス要求要求要求要求ビジネスビジネスビジネスビジネス要求要求要求要求

システムシステムシステムシステム要求要求要求要求システムシステムシステムシステム要求要求要求要求

ビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネス

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

フレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワーク

実装実装実装実装アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ実装実装実装実装アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

ビジネスビジネスビジネスビジネス戦略戦略戦略戦略ビジネスビジネスビジネスビジネス戦略戦略戦略戦略

ビビビビビビビビ
ジジジジジジジジ
ネネネネネネネネ
スススススススス

II

TT

シシシシシシシシ
スススススススス
テテテテテテテテ
ムムムムムムムム

プロセスプロセスプロセスプロセス構造構造構造構造プロセスプロセスプロセスプロセス構造構造構造構造 サービスサービスサービスサービス構造構造構造構造サービスサービスサービスサービス構造構造構造構造 情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造

ビジネスユースケースモデルビジネスユースケースモデルビジネスユースケースモデルビジネスユースケースモデル

業務業務業務業務フローフローフローフロー（（（（アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ図図図図））））
ユースケースモデルユースケースモデルユースケースモデルユースケースモデル

ユースケースユースケースユースケースユースケース記述記述記述記述

ビジネスビジネスビジネスビジネス概念概念概念概念モデルモデルモデルモデル

DB

モデルモデルモデルモデル

分析分析分析分析・・・・設計設計設計設計モデルモデルモデルモデル
クラスクラスクラスクラス図図図図

参考（ＥＡ構造）

Technical

Architecture

Data

Architecture

Application

Architecture

Business

Architecture
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Openthology構成要素の説明

• メソッド(Openthology Method)
– UMLベースのプロセスとモデルを含んだ要求開発、システム開発の方

法論を提供

• プロセス(Openthology Process)

– 要求開発からシステム開発までの一貫したフェーズ組立戦略や開発ド
キュメントセットを提供

• モデル（Openthology Model）
– フェーズの中で使用するUMLベースのモデルを定義

• 表記法(Notation UML+α)
– ビジネスＩＴの視覚化のための表記法をUMLベースで提供。ビジネスモ

デリングの中ではUML+αを表記法として提供

• フレームワーク/ツール(Framework/Tools)

– システム開発に利用できる標準的なフレームワークとツールを提供

プロセス概要編
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開発プロセスオーバービュー

戦略策定

現状理解

方向付け 推敲 構築 移行

第１ プロジェクト
方向付け 推敲 構築 移行

第２ プロジェクト
方向付け 推敲 構築 移行

第３ プロジェクト

狭義のシステム開発

広義のシステム開発

ビジネスユースケース

業務フロー（As-Is、To-Be)

業務レベルの概念モデル

経営分析

ビジョン、ミッションの
確立

問題点分析

ビジネスゴール設定

システム化範囲の導出

ロードマップ作成

システムユースケースの
抽出と個別プロジェクト
へのブレークダウン

広義のプロジェクト

狭義のプロジェクト

要求開発要求開発要求開発要求開発

財務的解決やマー
ケティング的解決
で終わる課題もあ

る

現行業務の視
覚化と、標準
化に向けての

業務整理

システムシステムシステムシステム開発開発開発開発

業務プロセス
によって解決
可能な課題を

主に扱う

広義の要求開発（要求定義） 狭義の要求定義

ＢＤＡＢＤＡＢＤＡＢＤＡＢＤＡＢＤＡＢＤＡＢＤＡ

要求開発プロセス

現状理解現状理解現状理解現状理解 戦略策定戦略策定戦略策定戦略策定

評価評価評価評価

分析分析分析分析

設計設計設計設計

実装実装実装実装・・・・テストテストテストテスト 評価評価評価評価

分析分析分析分析

設計設計設計設計

実装実装実装実装・・・・テストテストテストテスト 評価評価評価評価

分析分析分析分析

設計設計設計設計

実装実装実装実装・・・・テストテストテストテスト
フィードバック

開発課題
初期モデル

本本本本
開開開開
発発発発

業
務
業
務
業
務
業
務
チ
ー
ム

チ
ー
ム

チ
ー
ム

チ
ー
ム

Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｔ
チ
ー
ム

チ
ー
ム

チ
ー
ム

チ
ー
ム

要求開発要求開発要求開発要求開発

コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト確立確立確立確立

ビジネスビジネスビジネスビジネス改善改善改善改善

ＩＴＩＴＩＴＩＴ・・・・ビジネスビジネスビジネスビジネス戦略戦略戦略戦略

システムシステムシステムシステム分割分割分割分割

コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト確立確立確立確立

ビジネスビジネスビジネスビジネス改善改善改善改善

ＩＴＩＴＩＴＩＴ・・・・ビジネスビジネスビジネスビジネス戦略戦略戦略戦略

システムシステムシステムシステム分割分割分割分割

サービスサービスサービスサービス理解理解理解理解

概念理解概念理解概念理解概念理解

プロセスプロセスプロセスプロセス理解理解理解理解

標準化標準化標準化標準化

サービスサービスサービスサービス理解理解理解理解

概念理解概念理解概念理解概念理解

プロセスプロセスプロセスプロセス理解理解理解理解

標準化標準化標準化標準化
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変化するビジネスコア

システムシステムシステムシステム開発開発開発開発へのへのへのへの実践的工学技術実践的工学技術実践的工学技術実践的工学技術のののの適用適用適用適用

プログラム
作成

システム
設計

システム開発要求開発

情報化業務情報化業務情報化業務情報化業務ビジネス
戦略策定

ユーザにとって
サービスを受けたい不毛地帯 既存既存既存既存ＳＩＳＩＳＩＳＩビジネスビジネスビジネスビジネス

要件定義 分析 設計 作成・テスト 保守

ソフトウエア開発プロセス
改善（UP、CMM）

要求定義

OO分析、設計

アーキテクチャ設計

フレームワーク化

現在注目現在注目現在注目現在注目されているされているされているされているＳＩＳＩＳＩＳＩビジネスビジネスビジネスビジネス

プログラム
保守

ビジネスコンサル 要求開発プロセス

ビジネスの視覚化

（ビジネスモデリング）

業務モデル再利用

企業レベルアーキテクチャ再利用

Agile

Development

開発タイプの分類

戦略創出型

ビジネス変革型

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
重
視

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
重
視（ビジネス改善）

提携業務システム
経理・人事システム

（IT主導の新規ビジネス提案型）

ユーザ利用にプロセスが伴わない
例）モバイル系、ツール、組み込み

（IT主導の新規ビジネス改善型）

新しいテクノロジにあわせてシステム
を改革

（IT主導の新規ビジネス提案型）
ユーザ利用にプロセスが伴うもの

例）Amazonビジネス

第１ターゲット（２００４年）

第２ターゲット
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開発タイプの分類

【新工程】
新製造法・製造工程
新テクノロジによるシステ
ム改革

【新業務】
提携業務システム
人事・経理システム

【新商品】
モバイル・ツール
組み込み

【新商法】
AMAZONE.COM

「仕
事
の
や
り
方
」を
変
え
る
。

「商
品
」そ
の
も
の
を
変
え
る

「新しい価値」を創る

コスト・ダウンをはかる

開発タイプにあわせた
プロセスとメソッドの基本

１１１１．．．．戦略創出型戦略創出型戦略創出型戦略創出型
新規ビジネスを立ち上げる時、いままでのビジネスを参考にすることができないタイプ。
一般的にこのタイプはＩＴをビジネスアイデアのコアとすることが多い。
このタイプでは現状理解現状理解現状理解現状理解フェーズフェーズフェーズフェーズのののの作業内容作業内容作業内容作業内容はははは、、、、市場市場市場市場・・・・ニーズニーズニーズニーズ分析分析分析分析に限定されることになる。要求開発は、
ＩＴＩＴＩＴＩＴ化戦略分析化戦略分析化戦略分析化戦略分析フェーズフェーズフェーズフェーズ重視重視重視重視で進む事になる。

２２２２．．．．ビジネスビジネスビジネスビジネス変革型変革型変革型変革型
既存の業務のコアコンピタンスを時代に合わせて再定義し、業務を変革することで企業価値を高める活
動の延長で、ＩＴの変革を行う。
このタイプでは現状分析フェーズの作業内容は、現状業務現状業務現状業務現状業務のののの理解理解理解理解、、、、標準化標準化標準化標準化を行う。そしてＩＴ化戦略分析
フェーズでは、現状からビジネス全体最適された理想理想理想理想のののの姿姿姿姿へのへのへのへの変革変革変革変革ががががテーマテーマテーマテーマとなる。

３３３３．．．．ビジネスプロセスビジネスプロセスビジネスプロセスビジネスプロセス重視重視重視重視
ビジネスを行う上でプロセス構造が重視されるもの。一般的にこの領域だけに存在するビジネスは少なく
ビジネスサービスを踏まえた上で業務フローを中心としたビジネスプロセスビジネスプロセスビジネスプロセスビジネスプロセス寄寄寄寄りのりのりのりのモデルモデルモデルモデル化化化化が必要とされ
る。

４４４４．．．．ビジネスサービスビジネスサービスビジネスサービスビジネスサービス重視重視重視重視
ビジネスを行う上で、ビジネス実行者のプロセスを限定しないもの。つまりサービスを提供するがその使
い方の手順を限定しないもの。コンシューマーコンシューマーコンシューマーコンシューマー向向向向けけけけサービスサービスサービスサービスなどがなどがなどがなどが対象対象対象対象となるとなるとなるとなる。この場合、業務フローな
どのモデル化が意味を成さないケースが多く、ビジネスユースケースビジネスユースケースビジネスユースケースビジネスユースケースをををを中心中心中心中心としたとしたとしたとしたサービスサービスサービスサービス構造構造構造構造を捉える
ためのモデル化が必要とされる。
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モデリング概要編

要求開発Openthologyモデリング全体像

cd cd cd cd 論理論理論理論理 モデルモデルモデルモデル

0..*
0..*

0..1

1..*

1
0..*

ud ud ud ud ユースケースモデルユースケースモデルユースケースモデルユースケースモデル

ad ad ad ad アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ

業務

システム

開始 終了

システムシステムシステムシステム

ad ad ad ad アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ

業務

システム

システムシステムシステムシステム

終了開始

ad ad ad ad アクティ ビティアクティ ビティアクティ ビティアクティ ビティ

業務

情報

終了開始

ud ud ud ud ユ ースケー スモデ ルユ ースケー スモデ ルユ ースケー スモデ ルユ ースケー スモデ ル

現状ビジネスフロー図 IT戦略ビジネスフロー図

概念ビジネスフロー図

概念クラス図

要求開発

現状理解 戦略策定

高高高高高高高高

現状現状現状現状ののののモデルモデルモデルモデル
（（（（AsIs)

実現可能実現可能実現可能実現可能ななななモデルモデルモデルモデル
(Realize)

理想理想理想理想ののののモデルモデルモデルモデル
(ToBe)

ビジネスユースケース ビジネスユースケース

ビジネス戦略

ad ad ad ad アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ

業務

システム

開始 終了

システムシステムシステムシステム

ad ad ad ad アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ

業務

システム

開始 終了

システムシステムシステムシステム

ad ad ad ad アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ

業務

システム

開始 終了

システムシステムシステムシステム

ad ad ad ad アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ

業務

システム

システムシステムシステムシステム

終了開始

ビジネスビジネスビジネスビジネスののののビジネスビジネスビジネスビジネスのののの
抽象度抽象度抽象度抽象度抽象度抽象度抽象度抽象度

低低低低低低低低

システム基本要求書
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ad ad ad ad アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ

業務

システム

システムシステムシステムシステム

終了開始

システム開発Openthologyモデリング全体像

cd  cd  cd  cd  論理論理論理論理 モデルモデルモデルモデル

0..*
0..*

0..1

1..*

1
0..*

ud ud  ud  ud  ユースケースモデルユースケースモデルユースケースモデルユースケースモデル
cd cd cd cd 設計設計設計設計クラスクラスクラスクラス図図図図

ad ad ad ad アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ

業務

システム

システムシステムシステムシステム

終了開始

ad  ad  ad  ad  アクティビ ティアクティビ ティアクティビ ティアクティビ ティ

業務

情報

終了開始

ud ud ud ud ユ ースケー スモデ ルユ ースケー スモデ ルユ ースケー スモデ ルユ ースケー スモデ ル

IT戦略アクティビティ図

概念アクティビティ図

概念クラス図

要求開発

戦略策定

ビジネスユースケース

実現可能実現可能実現可能実現可能ななななモデルモデルモデルモデル
(Realize)

システムユースケースシステムユースケースシステムユースケースシステムユースケース図図図図

sd  sd  sd  sd  相互作用相互作用相互作用相互作用

論理モデル:: 論理モデル:: 論理モデル:: 論理モデル:: 論理モデル::

i d  i d  i d  i d  コン ポー ネントモデ ルコン ポー ネントモデ ルコン ポー ネントモデ ルコン ポー ネントモデ ル

パッケージパッケージパッケージパッケージ

パッケージパッケージパッケージパッケージ

パッケー ジパッケー ジパッケー ジパッケー ジ

cd cd cd cd  分析分析分析分析 クラスクラスクラスクラス 図図図図

0..*

0..*

0..1

1..*

dd dd  dd  dd  コンポーネントモデルコンポーネントモデルコンポーネントモデルコンポーネントモデル

Node1Node1Node1Node1
Node2Node2Node2Node2

C omponent2C omponent2C omponent2C omponent2

Component 3Component 3Component 3Component 3

Component 4Component 4Component 4Component 4

分析分析分析分析クラスクラスクラスクラス図図図図

システム開発

方向付け/推敲/構築/移行/評価

パッケージパッケージパッケージパッケージ図図図図

設計設計設計設計クラスクラスクラスクラス図図図図

配置図配置図配置図配置図

シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス図図図図

高高高高高高高高

低低低低低低低低

ビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネス
ITITのののの抽象度抽象度抽象度抽象度のののの抽象度抽象度抽象度抽象度

システム
基本要求

書

用語集

概念モデル

ビジネス改善活動フロー

ビジネス戦略

経営

問題の気づき

問題分析ツリー

業務アドバイス
(外からの目)

標準業務フロー
の作成(ToBe）

問題解決リスト

STARTSTART現状理解問題・課題

改善

用語集

概念モデル

現状業務フロー
（AsIs）

ビジネス改善？

SWATチームチームチームチーム

アウトプットアウトプットアウトプットアウトプット

インプットインプットインプットインプット

フローフローフローフロー

説明説明説明説明

作業者作業者作業者作業者とととと作業内容作業内容作業内容作業内容
間間間間のののの関係関係関係関係
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要求開発要求開発要求開発要求開発からからからから要求定義要求定義要求定義要求定義へへへへ

現場現場現場現場

BMT

SWAT

ＮＳＴＮＳＴＮＳＴＮＳＴ

問題・課題

改善

システム要望

システム要求

システム要件（仕様）

ビジネス戦略

経営

問題の気づき

現状業務フロー
の作成（AsIs）

問題分析ツリー

システム基本要求
（こうあるべき論）

業務アドバイス
(外からの目)

標準業務フロー
の作成(ToBe）

非機能要求非機能要求非機能要求非機能要求

機能要求機能要求機能要求機能要求

BMT

ビジネスアーキテクトビジネスアーキテクトビジネスアーキテクトビジネスアーキテクト

システム要望書システム要求書

ユースケースドキュメント 問題解決リスト

BMT

BMT

BMT

ＡＡＡＡ氏氏氏氏、Ｂ、Ｂ、Ｂ、Ｂ氏氏氏氏

NST

アウトプットアウトプットアウトプットアウトプット

インプットインプットインプットインプット

フローフローフローフロー

作業者作業者作業者作業者とととと作業内容作業内容作業内容作業内容
間間間間のののの関係関係関係関係

説明説明説明説明

BMT

START

現状理解

ビジョン分析ツリー

ビジョン反映リスト

要求定義の過程

システム要望書

システム要求書

ユースケースドキュメント

ユーザから出されたシステムの要望
（未整理含む）

(例)ヒアリング中に出てきたユーザからの意見

ＢＭＴで整理されたシステムに対する要求

期間・開発コストを考慮した
要求仕様書

システム要望

システム要求

システム要件（仕様）
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ビジネス改善アプローチ

■■■■トップダウントップダウントップダウントップダウン（（（（ビジョンビジョンビジョンビジョン分析分析分析分析ツリーツリーツリーツリー））））
経営層経営層経営層経営層からのからのからのからの要望要望要望要望・・・・ビジネスビジョンビジネスビジョンビジネスビジョンビジネスビジョン・・・・戦戦戦戦

略略略略のののの反映反映反映反映

■■■■ボトムアップボトムアップボトムアップボトムアップ（（（（問題分析問題分析問題分析問題分析ツリーツリーツリーツリー））））
ビジネスビジネスビジネスビジネス遂行者主導遂行者主導遂行者主導遂行者主導ののののビジネスビジネスビジネスビジネス改善改善改善改善

問題内容

解決案

具体化できた解決案

解決に伴うリスク

トップトップトップトップとととと現場現場現場現場からのからのからのからの声声声声ををををビジネスビジネスビジネスビジネス構造構造構造構造にににに反映反映反映反映するためにするためにするためにするために
準備準備準備準備：：：： １５cm四方の磁気カード、ホワイトボード

方法方法方法方法：：：： ビジネス改善チームメンバーが話し合いながら下記のツリーを作成する。

ビジョン・ゴール

対策

具体化された対策

具体策のリスク

●解決日・目標日

●解決日・目標日

目的

経理経理経理経理営業営業営業営業在庫在庫在庫在庫センターセンターセンターセンター

Ｃ
工
程

Ａ
工
程

Ｂ
工
程

システムシステムシステムシステム

Ｚ
シ
ス
テ
ム

ビジネス改善アプローチ

■■■■面面面面のののの分析分析分析分析 ■■■■点点点点のののの分析分析分析分析

■■■■点点点点とととと面面面面のののの融合融合融合融合
●ビジネスフロー図

・問題が解決した後の姿がビジネスフローとして表現されているか
・問題解決ポリシーがビジネスフローに反映されているか
・問題解決後の具体的なシナリオがビジネスシナリオに記述されているか

●概念クラス図
問題解決に必要とされる新たな概念構造が概念クラス図に表現されているか

検体検体検体検体

- 検体ID:  

+ 検体情報を返却する() : void

コントロールコントロールコントロールコントロール 検体検体検体検体

- 期待値:  

スタンダードスタンダードスタンダードスタンダード 検体検体検体検体

- 期待値:  
- 濃度値:  

検査依頼検査依頼検査依頼検査依頼 ::: :: :: :
採取検体採取検体採取検体採取検体

- 採取量:  

材料材料材料材料

1

ビジネスフロービジネスフロービジネスフロービジネスフロー
概念概念概念概念クラスクラスクラスクラス図図図図



29

ビジネス改善モデリング

スケッチスケッチスケッチスケッチ・・・・モデルモデルモデルモデル（（（（UML））））
現状理解・戦略理解・開発モデルと、それぞれ
の作業過程の視覚化・共有化のための写像。
写像した図から新たな問題や発見がある。

ディスカバリディスカバリディスカバリディスカバリ・・・・モデルモデルモデルモデル
現状理解から戦略理解へ、どのように
変えるのかといった発見過程を捉え、記録
しておくモデル。

ud ud ud ud ユー スケースモデルユー スケースモデルユー スケースモデルユー スケースモデル

cd cd cd cd 論理論理論理論理 モデルモデルモデルモデル

0..*
0..*

0..1

1..*

1
0..*

ad ad ad ad アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ

業務

システム

開始 終了

システムシステムシステムシステム

ad ad ad ad アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ

業務

システム

システムシステムシステムシステム

終了開始

a d a d a d a d アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ

業務

情報

終了開始

ud ud ud ud ユースケースモ デルユースケースモ デルユースケースモ デルユースケースモ デル

現状ビジネスフロー図
IT戦略ビジネスフロー図

概念ビジネスフロー図

概念クラス図

現状現状現状現状ののののモデルモデルモデルモデル
（（（（AsIs)

実現可能実現可能実現可能実現可能ななななモデルモデルモデルモデル
(Realize)

理想理想理想理想ののののモデルモデルモデルモデル
(ToBe)

ビジネスユースケースad ad ad ad アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ

業務

システム

開始 終了

システムシステムシステムシステム

ad ad ad ad アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ

業務

システム

開始 終了

システムシステムシステムシステム

ad ad ad ad アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ

業務

システム

開始 終了

システムシステムシステムシステム

ad ad ad ad アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ

業務

システム

システムシステムシステムシステム

終了開始

システム要求書

問題内容

解決案

具体化できた解決案

解決に伴うリスク

●解決日・目標日

情報構造モデル（クラス図）

•• 33段階段階段階段階にににに抽象度抽象度抽象度抽象度をををを分類分類分類分類段階段階段階段階にににに抽象度抽象度抽象度抽象度をををを分類分類分類分類
– なぜなぜなぜなぜ

• ユーザナレッジユーザナレッジユーザナレッジユーザナレッジをををを無理無理無理無理なくなくなくなく吸収吸収吸収吸収できるできるできるできる
• コンセプチャルレベルコンセプチャルレベルコンセプチャルレベルコンセプチャルレベルをををを持持持持つことでつことでつことでつことで、、、、概念構造概念構造概念構造概念構造をををを分分分分かりやすいかりやすいかりやすいかりやすいレベルレベルレベルレベルでででで視覚化視覚化視覚化視覚化・・・・合意合意合意合意できるできるできるできる

– Level１１１１
• レベル…コンセプチャル
• 用途 …現状分析モデル
• 説明

– 汎化、関連、集約などの関係を使って用語語彙の関係意味構造を表したもの。

– Level２２２２
• レベル…仕様
• 用途 …現状分析モデル、戦略分析モデル、システム分析モデル
• 説明

– クラスの責務を表現するために必要とされるキーや主な属性を割り付ける。また、責務を表す操作も微量ながら割り付ける。

– Level3
• レベル…実現
• 用途 …システム設計モデル
• 説明

– データモデル
» データベースの論理設計につなげるため、主キー、副キーの明確化、すべての属性の洗い出しを行う。

– 設計モデル
» 属性と操作について、実装アーキテクチャを意識した構造として割り付ける。また、実装アーキテクチャを意識した最適なクラス

構造に変更する。

ビジネスビジネスビジネスビジネス
コンセプチャルコンセプチャルコンセプチャルコンセプチャル

ビジネスビジネスビジネスビジネス
仕様仕様仕様仕様

ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア
実現実現実現実現

ビジネスビジネスビジネスビジネス担当者担当者担当者担当者

ビジネスオーナビジネスオーナビジネスオーナビジネスオーナ・・・・管理者管理者管理者管理者

設計者設計者設計者設計者

実装者実装者実装者実装者
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OpenThology方法論方法論方法論方法論

メタモデルメタモデルメタモデルメタモデル・・・・概念概念概念概念モデルモデルモデルモデル

フェィズ

• 要求開発ステージ
– 現状理解
– 戦略策定

• システム開発ステージ（RUPの場合）
– 方向付け
– 推敲
– 作成
– 移行
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ディシプリン

• 要求開発
– 計画
– 現状分析
– ビジネス改善
– ＩＴ戦略設計
– システム計画

• システム開発
– 分析
– アーキテクチャ設計
– 設計
– 実装
– テスト

モデル

• 要求開発

– 現状分析モデル

– 戦略分析モデル

• システム開発

– ユースケース（要求）モデル

– 分析モデル

– アーキテクチャ設計モデル

– 設計モデル

– 実装モデル
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Openthologyプロセス メタモデル

cd  cd  cd  cd  プロ セスプロ セスプロ セスプロ セス

ディシプリンディシプリンディシプリンディシプリン
ワーカーワーカーワーカーワーカー

要求開発要求開発要求開発要求開発プロセスプロセスプロセスプロセス フェーズフェーズフェーズフェーズ

アクティビ ティアクティビ ティアクティビ ティアクティビ ティ

成果物成果物成果物成果物 サブアクティビ テサブアクティビ テサブアクティビ テサブアクティビ テ
ィィィィ

モデルモデルモデルモデル

ドキュメントドキュメントドキュメントドキュメント

ＵＭＬＵＭＬＵＭＬＵＭＬモデルモデルモデルモデル

サブアクティビテサブアクティビテサブアクティビテサブアクティビテ
ィワークフロ ーィワークフロ ーィワークフロ ーィワークフロ ー

そのそのそのその 他他他他 モデルモデルモデルモデル

モデリン グモデリン グモデリン グモデリン グ手法手法手法手法

enThologyenThologyenThologyenThology方法方法方法方法
論論論論

アクティビティワアクティビティワアクティビティワアクティビティワ
ークフローークフローークフローークフロー

*

*

出力 +入力

1

*

*

1

 <<使用する>>

Openthology Method Construction Model
cd enTholog ycd enTholog ycd enTholog ycd enTholog yメタモデ ルメタモデ ルメタモデ ルメタモデ ル

enThology  Met hodenThology  Met hodenThology  Met hodenThology  Met hod

enTholog y Proces senTholog y Proces senTholog y Proces senTholog y Proces s

enThology  ModelenThology  ModelenThology  ModelenThology  Model
Not at ion(UML+α)Not at ion(UML+α)Not at ion(UML+α)Not at ion(UML+α)

Proces s  Mode lProces s  Mode lProces s  Mode lProces s  Mode l

Serv ice ModelServ ice ModelServ ice ModelServ ice Model

In forma t ion In forma t ion In forma t ion In forma t ion 
St ructure ModelSt ructure ModelSt ructure ModelSt ructure Model

Requ irement  Requ irement  Requ irement  Requ irement  
Deve lopment  Deve lopment  Deve lopment  Deve lopment  

Proces sProces sProces sProces s

Syst em Syst em Syst em Syst em 
Development  Development  Development  Development  

Proces sProces sProces sProces s

Usecas eUsecas eUsecas eUsecas e　　　　 Diag ramDiag ramDiag ramDiag ram

Act iv it y Dia gramAct iv it y Dia gramAct iv it y Dia gramAct iv it y Dia gram

C las s   Dia g ramC las s   Dia g ramC las s   Dia g ramC las s   Dia g ram

Document s  Templa teDocument s  Templa teDocument s  Templa teDocument s  Templa te

Proces s  Gu idel inesProces s  Gu idel inesProces s  Gu idel inesProces s  Gu idel ines

Mode ling  Gu idel inesMode ling  Gu idel inesMode ling  Gu idel inesMode ling  Gu idel ines

Dis covery  Type Dis covery  Type Dis covery  Type Dis covery  Type 
Mode lMode lMode lMode l

Top-down ApproachTop-down ApproachTop-down ApproachTop-down Approach bot t om-up Approachbot t om-up Approachbot t om-up Approachbot t om-up Approach

<<use>>

<<use>>

<<use>>
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Openthology Ｍｅｔｈｏｄ model (Modeling  Layer）
c d  c d  c d  c d  論 理論 理論 理論 理 モ デ ルモ デ ルモ デ ルモ デ ル

ビ ジ ネ ス ユ ー ス ケ ー スビ ジ ネ ス ユ ー ス ケ ー スビ ジ ネ ス ユ ー ス ケ ー スビ ジ ネ ス ユ ー ス ケ ー ス

現 状現 状現 状現 状 ビ ジ ネ ス ユ ー ス ケ ー スビ ジ ネ ス ユ ー ス ケ ー スビ ジ ネ ス ユ ー ス ケ ー スビ ジ ネ ス ユ ー ス ケ ー ス

新新新新 ビ ジ ネ ス ユ ー ス ケ ー スビ ジ ネ ス ユ ー ス ケ ー スビ ジ ネ ス ユ ー ス ケ ー スビ ジ ネ ス ユ ー ス ケ ー ス

ビ ジ ネ ス フ ロ ービ ジ ネ ス フ ロ ービ ジ ネ ス フ ロ ービ ジ ネ ス フ ロ ー

現 状現 状現 状現 状 ビ ジ ネ ス フ ロ ービ ジ ネ ス フ ロ ービ ジ ネ ス フ ロ ービ ジ ネ ス フ ロ ー

新新新新 ビ ジ ネ ス フ ロ ービ ジ ネ ス フ ロ ービ ジ ネ ス フ ロ ービ ジ ネ ス フ ロ ー

ア ク テ ィ ビ テ ィア ク テ ィ ビ テ ィア ク テ ィ ビ テ ィア ク テ ィ ビ テ ィ

人 間 系人 間 系人 間 系人 間 系 ア ク テ ィ ビ テ ィア ク テ ィ ビ テ ィア ク テ ィ ビ テ ィア ク テ ィ ビ テ ィ

シ ス テ ムシ ス テ ムシ ス テ ムシ ス テ ム 連 動連 動連 動連 動 ア ク テ ビ テ ィア ク テ ビ テ ィア ク テ ビ テ ィア ク テ ビ テ ィ

シ ス テ ム ユ ー ス ケ ー スシ ス テ ム ユ ー ス ケ ー スシ ス テ ム ユ ー ス ケ ー スシ ス テ ム ユ ー ス ケ ー スシ ス テ ム ユ ー ス ケ ー スシ ス テ ム ユ ー ス ケ ー スシ ス テ ム ユ ー ス ケ ー スシ ス テ ム ユ ー ス ケ ー ス 図図図図

概 念概 念概 念概 念 モ デ ルモ デ ルモ デ ルモ デ ル

ビ ジ ネ スビ ジ ネ スビ ジ ネ スビ ジ ネ ス 概 念概 念概 念概 念 モ デ ルモ デ ルモ デ ルモ デ ル

分 析分 析分 析分 析 モ デ ルモ デ ルモ デ ルモ デ ル

ア ー キ テ ク チ ャア ー キ テ ク チ ャア ー キ テ ク チ ャア ー キ テ ク チ ャ 設 計設 計設 計設 計 モ デ ルモ デ ルモ デ ルモ デ ル

イ ベ ン トフ ロ ーイ ベ ン トフ ロ ーイ ベ ン トフ ロ ーイ ベ ン トフ ロ ー

ビ ジ ネ ス イ ベ ン トフ ロ ービ ジ ネ ス イ ベ ン トフ ロ ービ ジ ネ ス イ ベ ン トフ ロ ービ ジ ネ ス イ ベ ン トフ ロ ー

VOPC........View Of Paticipation C lasses

設 計設 計設 計設 計 モ デ ルモ デ ルモ デ ルモ デ ル

ビ ジ ネ ス ユ ー ス ケ ー スビ ジ ネ ス ユ ー ス ケ ー スビ ジ ネ ス ユ ー ス ケ ー スビ ジ ネ ス ユ ー ス ケ ー ス 図図図図

* *

1

1
<<base>>

<<base>>

1..*

1

1 +業務処理

1 +システムの利用法

1..*1..*

<<base>>

*

 +静的構造

*

 +要求構造

1 +ストーリ名

1 +ストー リ

1 +業務ストーリ名

1 +業務ストーリ

<<base>>

<<base>>

1

VOPC

1..*

1

1

1..*1..*

終わり


